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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、世界の諸海域世界（環シ
ナ海世界、環インド洋世界、環地中海世界、
環大西洋世界、環太平洋世界）のつなぎ目と
なった港市において、外部世界と現地世界を
仲介した奴隷・移住者・混血者の役割に注目
し、前近代から近代にかけての広域社会秩序
と地域秩序の変遷を検討することを目的と
している。 

 
２．研究の進捗状況 
（1）奴隷に関して、その歴史的展開と地域
的特質を系統的に検討してきた。古代ギリシ
ア・ローマからイスラーム世界さらには大航
海時代のイベリア半島地域における奴隷の
歴史的展開を連関的に検討しつつ、東アジア
や東南アジア、南アジアにおける隷属民の特
質と近世におけるその変遷を追跡してきた。
またポルトガルやオランダ、イギリスなどに
よって、奴隷が広域に売買され始めて以降、
奴隷は港市の広域社会秩序を支える重要な
一翼となったが、同時に外部地域へ奴隷を取
引することへの在地権力の複雑な反応が明
らかとなった。 
 
（2）外来の移住者を現地社会に仲介した現
地人妻妾の役割について、検討してきた。女
奴隷がその役割を担った西アジア、ムスリム
女性が妻妾となった南アジアや東南アジア、
遊女がその役割を担った東アジアなど、各地
域の対応の仕方と外来者コミュニティと現
地社会との関係が明らかとなった。合わせて、

こうした女性に注がれた視線の変遷につい
て検討してきた。 
 
（3）外来者にアテンドした奴隷や妻妾の子
孫である混血者たちの、港市の社会統合にお
ける役割を検討した。南アジアや東南アジア
さらに東アジアの前近代の港市において、こ
うした存在は、通訳や文化交流に重要な役割
を担った。また、大航海時代以降アジアやラ
テンアメリカに進出したポルトガル人の子
孫が、その地のカソリック教会の運営に現在
にいたるまで中核的な役割を担ってきた。さ
らに近現代に比し、こうした混血者が当該社
会において、あまり蔑視の対象となっていな
いことが明らかとなった。 
 
（4）移住先で少数派となる移住者集団が、
出身地との関係を保持しつつ、移住先の社会
秩序の構築に少なからず重要な役割を担う
ことが、イギリスやアメリカ、南アフリカの
事例をとおして明らかとなった。上記の混血
者の場合とともに、近代移行期における彼ら
の広域秩序と地域秩序への関わり方を解明
することの重要性が、改めて喚起された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 
広域でかつ世界的規模で考察する必要の

あるテーマであるが、当研究プロジェクトの
メンバーが、多様な地域と時代の専門家より
構成されている利点を活かし、また研究会に



テーマに関係する研究者をゲストスピーカ
として招聘して比較研究を進めたことで、順
調に成果を上げてきたと自己評価している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)奴隷が廃止され、また現地人妻妾が後退
した近代以降、現地社会と外来者との関係は
どのように変化したのか、混血者への蔑視観
や人種主義の台頭と連関させて検討する。 
 
(2)近代以降、混血者や移住者が、広域ネッ
トワークを意識しながら、いかに当該の地域
秩序の構築に関わったのか検討する。国民統
合における彼らの役割についても考察する。 
 
(3)近代と前近代を媒介的に検討し、近代を
つくりあげたものが何であったのか、総括的
に考察する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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